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研究成果の概要 

 

（1） 国内の SARS-CoV-2ゲノム情報を用いて、塩基変異抽出、ウイルス間の親子関係を示すハ

プロタイプネットワークを構築し、SARS-CoV-2の経時的・地理的変異動向の可視化と情報公

開を行った。 

（2） DNA増幅酵素をメソポーラスシリカに固定化することで標的 DNAの選択的かつ高精度な増

幅を可能にする MSE-PCR法を RT-PCR法に適用し、SARS-CoV-2の全ゲノム情報の取得

の技術開発と、そのキット製品化に向けた固定化酵素の長期安定保管の可能性および自動

分注システムを活用したサンプルの量産化に取り組んだ。 

（3） MetaSUB国際コンソーシアムにおけるメタトランスクリプトーム手法を用いた新型コロナウイル

スの検出限界の検証を行い、実用的な検出に向けた MSE-PCR法の適用の検討に着手し

た。 

（4） SARS-CoV-2ゲノムの宿主適応過程の解明に向け、オリゴヌクレオチド頻度解析による大流

行を起こす可能性の高い危険株の探索と、宿主生物側の遺伝子やゲノムのオリゴ組成とウイ

ルス側の組成との関係性に着目した生命情報学的な解析、さらに環境メタゲノム配列群から

の新規ウイルスの網羅的探索手法の開発を進めた。 

（5） 宿泊施設の予約データを用い、感染症流行状況に応じた宿主の将来の行動に関する意思

決定を定量化する計測の手法を考案した。 

（6） 石川県小松市をモデル自治体として、下水中の新型コロナウイルス量に流量補正と平準化処

理を行うことで採水直後１週間の新規感染者数に相関が認められ、下水サーベイランスによ

る感染症流行把握の有効性を示した。その成果を受けて，小松市における実証事業として市

のウェブページでデータ公開すると共に，SNS（LINE）での情報発信が開始された。 

（7） 空気（エアロゾル）中からの SARS-CoV-2検出に向け、エアロゾル採取から RT-PCR検出ま

でのプロトコルの最適化に取り組んだ。 
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